
 

～ 子供たちの心に寄り添ういじめの予防・発見・解決 ～ 

  
法律では「児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定

の人的関係にある他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネッ

トを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を

感じているものをいう。（いじめ防止対策推進法 平成 25 年）」とされています。 

「いじめ」ってどんなこと？ 

令和４年４月 

 
墨田区では、条例で保護者や地域の役割を次のように定めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いじめをしない子供を育てるためには、保護者の働き掛けが何よりも重要になります。 

墨田区教育委員会事務局指導室 

保護者・地域の皆様へ 

保護者・地域の皆様へ 

 幼稚園・学校は、集団での学習や生活を通して、社会でよりよく生 

きていくための力を身に付けるところです。集団生活の中で、友達関 

係の悩みや困難に直面し、それを解決していく経験も、豊かな心やコ 

ミュニケーションの力を身に付けていくためには重要です。 

しかし、「いじめ」は決して許されることではありません。「いじめ 

問題」は、いじめに関わった全ての子供たち（被害者、加害者、観衆、傍観者）の人格形成

に少なからず影響を与え、場合によっては人と人との関係を断ち切るだけではなく、かけが

えのない子供の命を奪うこともある重大な人権問題です。 

 「いじめ」の未然防止、早期発見、早期解決、再発防止のためには、学校と家庭、地域、

関係機関等が「いじめ」についての認識を共有し、連携して取り組むことが必要です。 

この「いじめから子供たちを守るために」のリーフレットは、保護者や地域の皆様が、ご

家庭、地域において、子供たちと共に「いじめ問題」について考えるきっかけづくりとなる

ことを目指して作成しました。全ては明日の墨田区を支える子供たちの笑顔のために。 

家庭や地域では何をすればいいの？ 

【保護者の責務】 

○ 保護者は、子の教育について第一義的に責任を有するものであって、その保護する児童等

がいじめを行うことのないよう、当該児童等に対し、規範意識を養うための指導その他の必

要な指導を行うよう努めるものとする。 

○ 保護者は、その保護する児童等がいじめを受けた場合には、適切に当該児童等をいじめか

ら保護するものとする。 

○ 保護者は、区、学校の設置者及び学校が講ずるいじめの防止等のための措置に協力するよ

う努めるものとする。 

【地域住民の役割】 

○ 地域住民及び事業者は、国、東京都及び区が実施するいじめの防止等のための対策に協力

するよう努めるものとする。   【墨田区いじめ防止対策推進条例（平成２６年１２月１０日制定）】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例① 画像をいたずら加工し、隠し撮り動画と加工した動画を拡散   
 

クラスのリーダー格の子が、裏サイトでＳＮＳグループを作ったことがきっかけでいじめ

が始まった。   

加害者の子供たちは、いじめの対象になった子を隠し撮りし、顔をアプリで 

変形したり老けさせたりして、どれが一番おもしろいかグループ内で共有し、 

楽しんでいた。体育の創作ダンス等も隠し撮りし、それを学校名が分かる形 

で動画投稿サイト上にアップするところまで、いじめはエスカレートした。  

事例③ 顔 が 見 え な い 相 手 か ら の 誹 謗 中 傷  
 

Ｄさんは有名なネット配信者のマネをして「歌ってみた」、「踊ってみ

た」という内容の動画をアップした。 

この動画のコメント欄に、Ｄさんの容貌や発言に対して否定的なコメン

トが書き込まれことをきっかけに、徐々に誹謗中傷が増え、言葉も過激にな

っていった。 

相手の顔が見えないため、書き込んだのが見ず知らずの他人かもしれないし、親しい友だち

が匿名のアカウントを使っているのかもしれないため、『自分は世間から嫌われているんじゃ

ないか』と不安になって、精神的に追いつめられていった。  

事例② 「なりすまし」投稿によって濡れ衣を着せられた  
 

△学校のＣ君は、〇学校のＡ君が気に入らなかったので、〇学校のＢ君になりすまし、ネッ

ト上に「〇学校のＡ君が万引きをしている。」と、ウソの書き込みをした。 

Ａ君が「万引きなんてしていない。なんでウソを書いたんだ。」とＢ君を問い詰めたところ、

Ｂ君は書き込んでいないことが分かった。 

詳しく調べると、△学校のＣ君の仕業だと判明し、Ａ君とＢ君の両方が被害を受けた。 

いじめの認知件数は前年より減っているのに 

「ネットいじめ」や「SNS いじめ」が増加傾向 

コロナ禍で家にいる時間が長くなったこともあ

り、ネット上やＳＮＳでのやりとりからグループ内

での中傷や無視、ときには個人情報の拡散などとい

ったトラブルにつながるケースが増えています。 

小学生、中学生のスマホ所有率の増加に伴い、ネッ

トいじめも低年齢化しています。 

インターネットやＳＮＳ等は子供たちの生活スタイルや人間関係作りの面で大きく影響を

与えています。こうした中で、インターネット上で行われる「新しい形のいじめ問題」が深刻

化してきています。子供たちを「ネット上のいじめ」から守るためにも、保護者が責任をもっ

て子供たちの利用環境を管理しましょう。 



 

いじめは、 

 「 ど の 学 校 に も 」 、 「 ど の 学 級 に も 」 、 「 ど の 子 に も 」 

起こり得るという認識をもち、校長の強いリーダーシップの下、全教職員

が一丸となって組織的に対応していきます。 

 

○ 「いじめ」の定義に対する共通理解 

○ 「学校いじめ対策委員会」によるいじめの認知の徹底 

○ 学級担任等による子供への声掛け、日常生活の観察 

○ 学級担任による定期的な個人面談の実施・保護者会 

〇 毎月 10 日は「すみだ いじめ防止の日」 いじめ問題について考える時間を確保 

○ いじめ発見のためのアンケート調査の実施（年３回以上） 

○ スクールカウンセラーによる全員面接の実施（小学 5 年、中学１年対象） 

〇 外部関係機関の周知 

○ 児童館、学童クラブ、放課後子ども教室等との連携 

いじめ問題に対する、学校での取組 

 

○ 学校いじめ対策委員会で対応方針等を決め、組織で対応 

〇 被害の子供の安全確保とスクールカウンセラー等を活用したケア 

○ 加害の子供に対する組織的・継続的な観察・指導等 

○ 観衆や傍観者も対象とした指導により再発を防止      

○ 被害及び加害の子供の保護者の理解に基づく対応 

○ 対応記録のファイリング 

○ 一定期間の指導、観察を経てのいじめの解消の確認 

 

○ 学校いじめ防止基本方針の策定、共通理解       

○ 学校いじめ対策委員会の設置、開催 

○ いじめに関する授業の実施（年３回以上） 

  そのうち、１回は、「いじめ防止授業地域公開講座」として実施 

○ いじめに関する校内研修（年３回以上） 

〇 保護者会等で保護者プログラムの実施 

〇 情報モラル指導モデルカリキュラムを活用した授業の年３回実施や情報リテラシ

ー教育の推進（ＳＮＳ学校ルールの指導） 

 
 
 
 校長、副校長、教務主任、生活指導主任、学年主任、養護教諭、特別支援教育コーデ

ィネーター、スクールカウンセラー等で構成されます。 

 個々のいじめの事案やいじめの疑いのある事案について、現状と対応の進捗状況を確

認し、今後の対応策を決定し、校長に報告をします。いじめ問題について、教員個人で

対応するのではなく、この委員会を核として、組織的に解決を図っていきます。 

 

未然防止のために 

「学校いじめ対策委員会」とは？ 

早期発見のために 

早期対応・早期解決のために 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
墨田区のＳＮＳを活用した相談窓口 

平日 午後５時から午後 10 時 

長期休業日前後の相談については学校からの通知やアプリ上で確認できます。  

※アクセスコードは各学校からの通知を参照してください。 

リーフレット「いじめから子供たちを守るために」 発行年月   令和４年４月 
発 行 者  墨田区教育委員会事務局指導室 
所 在 地  墨田区吾妻橋１－23－20 

電  話    5608－6307 

                        印 刷 所    株式会社 コトブキ 

① まずは、幼稚園・学校の先生に相談を！ 

○ 子供のことで心配なこと、悩んでいることがあったら、一人で抱え込ま

ずに、幼稚園・学校の先生に相談しましょう。幼稚園・学校では、園長・

校長を中心に組織的にいじめ問題の解決を進めています。 

○ 家族、保護者、地域の方などに相談することも大切です。 

○ 墨田区や都内には、様々な相談関係機関があります。 

② 都内・墨田区内の関係機関 

一人じゃない みんなが、子供を守ります 


